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　大阪ビルメンテナンス協会前会長植松一良氏（関西明装株

式会社代表取締役会長）が、去る６月19日に65歳という働き

盛りに急逝されましたことは、誠に惜しみて余りあり、痛恨

の極みでございます。

　故人は、お人柄温厚であり、進取の精神に富み何事にも挑

戦するその人となりは、新しいリーダーとして周囲の人望を

集めておられました。更に、周囲に対する繊細な配慮は天性

のものであり、誠実なお人柄は、業務を遂行する上でいかん

なく発揮され真の指導者として信頼は極めて厚いものがござ

いました。

　故人は、長年にわたり、大阪ビルメンテナンス協会会長、

全国ビルメンテナンス協会理事・近畿地区本部長、財団法人

建築物管理訓練センター理事・近畿支部長、社団法人関西環

境開発センター副理事長として、ビルメンテナンス業の発展

に多大の功績を残されました。

　大阪ビルメンテナンス協会においては平成元年に理事就

任、そして平成15年からの６年間は会長として当協会の発展

に尽くされました。業界全体としての課題である労働災害の

根絶にむけ、労働安全大会の開催等を通じ安全意識の向上に

努められました。さらに、安心かつ魅力ある職場づくり、技

能習得のための「ビルクリーニング技能講習」等、現在実施

されている様々な協会事業の構築において力強いリーダー

シップを発揮されました。とりわけ、障がい者や高齢者の就

労支援について、業界の発展、社会的評価の向上には不可欠

との強い信念の下、他地区協会に先駆けて積極的に取組まれ

ました。その結果、会員企業では積極的な受け入れが進み、

今日では社会全体の要請に応えるものとして多方面から高い

評価を受けています。また、阪神淡路大震災発生時に当協会

が行った支援活動について、その中心となって尽力しておら

れた姿を忘れることができません。

　全国ビルメンテナンス協会においては、高度情報化社会の

進展に対応すべく、関連諸団体も幅広くメンバーに加える形

で「ＢＭ情報ランド推進協議会」を設立。そこでの検討を重

ねる中で、建築物の管理運営・保全等に関する情報の集積、

発信システムを構築、以降の運営でも中心的役割を果たされ

ました。また、21世紀委員会委員として、業界の現状、様々

な課題を冷静に見据えつつ、将来的な協会の役割及び組織の

再構築等も視野に入れた、業界の振興ビジョン策定に多大な

貢献をされました。

　更に、建築物管理訓練センター近畿支部長として、近畿地

区全域にわたり、ビルクリーニング技能士、ビル設備管理技

能士の育成・強化に努められました。また関西環境開発セン

ターにおいては、ビルの維持管理に関する研究開発や教育訓

練事業を通じ、会員及び業界の発展、人材の育成に尽力され

ました。さらに、附帯事業である万博記念公園管理業務の収

支状況が、行財政改革の影響を受け、急速に悪化する中、公

益事業遂行のための財源確保に向け各種方策を講じられまし

た。

　こうした多大の業績、社会的貢献を高く評価され、平成12

年に厚生大臣表彰、平成18年には藍綬褒章を受章されました。

このことは、故植松一良氏の栄誉であるとともに、ご家族は

もとより、私ども関係者一同にとりましても名誉であると申

せます。

　また、社業におきましても、ビルメンテナンス業界に多大

のご貢献をされたお父上、植松十一郎様の後を受け、関西明

装株式会社の代表取締役社長として、同社を業界屈指の会社

に育て上げられた経営手腕は、誠に卓越したものがあり、深

く敬意を表するものであります。

　植松氏のご逝去は、長年にわたり代表取締役社長を務めら

れた関西明装株式会社さんはもちろんのこと、ビルメンテナ

ンス業界にとりましても誠に大きな損失であります。業界を

取り巻く環境は極めて厳しいものがありますが、故人の残さ

れたご功績を末永く継続し、次なる飛躍に向かって邁進いた

すことをお誓い申し上げます。

　故人とは、大阪ビルメンテナンス協会の会長、副会長とし

て長年公私にわたり、ご厚誼いただき、その思い出は尽きな

いものがございます。

　植松一良様、どうか安らかにお眠りください。心からご冥

福をお祈りしてお別れいたしたいと存じます。

●（社）大阪ビルメンテナンス協会
　　　理　　　事　平成元年～平成22年
　　　副　会　長　平成５年～平成15年
　　　会　　　長　平成15年～平成21年
●（社）全国ビルメンテナンス協会
　　　理　　　事　平成９年～平成21年

　　　近 畿 地 区本　部　長　平成11年～平成21年

　　　参　　　与　平成21年～平成22年
●（財）建築物管理訓練センター

　　　理　　　事近畿支部長　平成11年～平成21年

●（社）関西環境開発センター
　　　理　　　事　平成５年～平成17年
　　　副 理 事 長　平成17年～平成22年

●叙勲・大臣表彰
　　　大阪府知事表彰　平成11年11月
　　　厚生労働大臣表彰　平成12年11月
　　　藍 　綬 　褒　 章　平成18年４月

団体歴及び受章

― 故 植 松 一 良氏を偲ぶ ―

  「植松前会長へのお別れの言葉」

	 社団法人　大阪ビルメンテナンス協会

	 会　長　梶　山　高　志
植松一良前会長
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会員企業紹介

22年度　第４回　理事会
７月９日（金）　協会会議室

１．一般報告事項

　①	株式会社ヒカルの退会承認

　②	(社)全国ビルメンテナンス協会の障が

い者支援事業の推進に協力承認

　③	環境管理学会の会員継続承認

　④新任委員の承認　

　⑤	委員会・部会委員交代の承認

２．審議事項

３．報告事項

　①全国協会関係	

　②委員会･部会関係

４．その他

社　名：三幸株式会社　大阪支店  正 会 員

所在地：大阪市北区天満橋１-８-30　ＯＡＰタワー　４Ｆ

　　　　TEL　06-688�-05��　FAX 　06-688�-05�9

創　業：昭和30年４月22日（東京本社）

　　　　昭和44年６月　阪神営業所（現在の大阪支店）

社是・モ ットー：

　三つの幸せを経営理念とする。

　　（お客様の幸せ・働く人の幸せ・会社の幸せ）

自社プロフィール：

　昭和30年４月に初代社長橋本鐵郎が中性洗剤の販売を目的と

し会社設立。

　その後、昭和31年に日常清掃業務、同37年に設備運転管理業

務、保安警備業務を開始し、同39年に総合管理業務を開始する。

　昭和40年代及び50年代前半において支店、営業所を全国展開。

　（関東地区・北海道・大阪・九州など）

自社ＰＲ：

（大阪支店）

　大阪府下の総合病院において20年以上にわたり総合管理を実

施継続中。

　大手化学工場における実験補助業務等。

　オフィスビルにおける総合管理業務。

　上記を業務の柱とし、他にも新たな取組みの一つとして特殊

プラントの運転管理業務がある。（技術系社員の採用、教育等

課題も多いが、チャレンジしていきたい）

　その他にも関連する新たな分野に進出すべく準備中である。

（人材育成に注力したい）

社　名：ペンギンワックス株式会社  賛助会員

所在地：大阪市東成区東中本３丁目�0番�4号

　　　　TEL　06-6973-9�3�　FAX 06-6976-�456

創　業：昭和�7年７月

社是・モ ットー：

　クリーンな環境づくり

自社ＰＲ：

　当社は｢クリーンな環境づくり｣を企業活動の中心テーマとし

て環境保全と美化に貢献するとともに、環境に負荷の少ない製

品開発と供給をすすめています。

　ケミカル製品はもちろん、フロアマシンにおいては、直線往

復運動による洗浄メカニズム（ＳＱシステム）を搭載した「シャ

トルワン」や自社開発の小型リチウムイオンバッテリーを搭

載したコードレスドライバキューム

「マイティメイド｣など、省電力であ

りながら画期的でユニークな製品群

を開発しております。さらに、ＳＱ

スクラバー「シャトルワン」のコー

ドレスタイプである『シャトルＤＣ』

を今月新発売致します。

　これからも、お客様のニーズにお

応えできる製品開発を展開してまい

りますので、今後ともよろしくお願

い申し上げます。

「ムダの効用＝心のゆとり」

　汗を拭いながらシドロモドロで答弁す

る特殊法人や霞ヶ関の官僚たち、そこに

は勧善懲悪劇が再現される。もちろん悪

役は特殊法人や各省庁、善玉は仕分け人

と呼ばれる人達である。「廃止」の判定

に唖然とする官僚たちの顔が連日テレビ

で放映されるなど、民主政権発足以来一

番関心の高かったのが「事業仕分け」だ

そうだ。

　確かに、今まで明かされることのな

かった予算編成の一過程を公開した意義

は大きい。

　バブル崩壊以来20年も不景気が続き、

今では「乾いた雑巾を絞っているようだ」

と例えられるくらいに、無駄の排除、経

費削減に最大限の努力をしてきた国民や

企業。優遇されている公務員に対する感

情的な反発もあり、天下り・渡り・特殊

法人の実態にメスを入れ、国費の無駄遣

いとも言えるなんともお粗末な事業を暴

き出し、衆目に晒したことの意義は大き

く、溜飲を下げられた方も多かったので

はないだろうか。

　しかし、派手な議論に隠れがちだが、

仕分け人の出した判定に法的根拠はな

い。年末にかけて本格化する主計局によ

る通常の査定の際の参考にされるに過ぎ

ないとあっては、事業仕分け自体の位置

付けも極めて曖昧だ。天下りの実態を明

らかにし官僚システムの在りように物申

すといった姿勢で取組むなら応援もでき

るが、一つひとつの事業について重箱の

隅をつつくように粗捜しをし、「こんな

事業は要らない」「何の役にも立たない」

と公衆の面前で頭から否定する。どんな

権限で言っているのかと聞きたくなる。

　本来、国の事業と言えば「費用対効果

が成り立たない」ものなのである。民間

でどうしても利益が出ない事業や、国威

発揚のため、技術立国日本を世界にア

ピールする意味からもスパコンだけでな

く、省エネや環境分野、その他の様々な

分野で世界一を目指すべきであろう。た

とえ、宇宙開発事業で一番が取れなけれ

ば「はやぶさ」のように隙間を狙ってで

も世界一を目指すべきである。そのため

には一見「ムダ」と思えることも大いに

必要なのではないだろうか。

　先にも述べたが、民間企業はムダを徹

底的に排除し生産効率の向上や経費削減

に全力を注ぎ、長年をかけて筋肉質な体

質へと変貌してきました。しかし、その

見返りとして、社員の間に「心の病」が

蔓延し企業を蝕み始めているのもまた現

実である。これは、ムダの排除の名の下

に「心のゆとり」までも排除してきたか

らに他ならない。　

　日本経済は今も低迷を続けており、手

綱を緩めることは企業存続を危うくする

ものと危機感を募らせておられることと

思いますが、国も企業も立場は違えど、

今一度足元を見直し、「ムダの効用＝心

のゆとり」について考えてみてはいかが

でしょうか。元気な社員が元気な企業を

つくるように、明るい国民が明るい日本

を造るのです。希望と誇りの持てる日本

の未来が見えてくると思います。　

　我が広報委員会では、業界の状況を正

しく伝え、業界のこれからの進むべき方

向を指し示していくことが「広報」の使

命であると考え、「ＯＢＭこみゅにけ～

しょんず」（年２回）と、「ＯＢＭマン

スリー」(月刊)の会報を発刊しています

が、「もっと読みますか？」なんてこと

を言われないためにも、常にアンテナを

張り有益な情報を発信できるよう一層努

力し、僭越ですが世界一の会報を目指し

たいと思います。

	 （広報委員会　中路富夫）　

ズームアップ
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委員会・部会

経営委員会

６月９日（水）出席者９名  協会会議室

１．	平成22年度　経営委員会事業計画に関する

件について

　①事業計画（案）について

　　	具体的な取り組み内容（講演会）の実施に

ついて、今までの実施形態、講師の選定等

をどの様に決定していたかについて、委員

長より委員に対しての問いかけがあった。

　　	又、青年部会より協会会員のニーズを調査

するアンケートを実施してはという意見が

あった。

　②	ビルディング協会牧野事務局長と面談し、

昨年同様大阪ビルメンテナンス協会とビル

ディング協会合同の委員会を12月に実施す

る旨の報告があった。

２．天神祭の協力に関する件

　	　天神祭の協力体制について、公益委員会主

導にて実施、経営委員会に協力要請があり、

積極的な協力を行う事が決定している旨、報

告があった。

　	（清掃ボランティア	24日80名、25日120名の

体制とする。）

青年部分科会

６月９日（水）出席者６名  協会会議室

１．経営委員会の報告　

　①	青年部分科会の本年度事業活動内容につい

て

　　天神祭ボランティア参加について

　　・	７月23日　神輿：警備関係、資材準備、

神輿補助

　　・７月24日及び25日　清掃ボランティア

　②青年部活動予定

　　（1）ＯＢＭの各委員会への見学を実施

　　（2	）調査・研修活動　業界内の動向調査や

関係業界についての調査

　　（3	）新規事業調査　可能性のある事業につ

いて調査、研究

広報委員会

６月�7日（木）出席者��名  協会展示室

１．｢ＯＢＭマンスリー｣Ｈ22年６月号発行

２．	次号｢ＯＢＭこみゅにけーしょんず｣につい

て掲載内容、原稿執筆依頼先等につき検討

した。

３．	ＯＢＭホームページリニューアルに関し進

捗状況を確認した。７月末完成予定

　　①ＣＭＳの導入について説明

　　　	従来のホームページの新着情報は会員か

ら閲覧しなくてはならなかったが、リ

ニューアル後は新着情報を会員企業へ配

信することで、積極的に情報発信を行っ

ていくことを確認

　　②新たなコンテンツの追加について

　　　入会案内のネットでの申し込みについて

　　　オービットの新刊案内について

　　　定款・決算資料の掲載について

　　③	広報委員内でページの最終確認を行い、

７月下旬に配信開始とする。

総務友好委員会

６月９日（水）出席者�2名  協会会議室

１．	麻雀大会について（開催結果は後掲）

２．	優良社員表彰について（詳細は「ＯＢＭこ

みゅにけ～しょんず」次号に掲載）

３．ソフトボール大会について

　　	８月７日（土）８月15日（日）８月21（土）

８月29日（日）に万博公園グラウンドで開

催（トーナメント表は後掲）

６月�8日開催　麻雀大会結果報告

優勝：㈱下村工務店　　　　　明石隼三様

２位：㈱三橋商会　　　　　　川畑敏郎様

３位：国際ハートサービス㈱　安居史人様

公益・契約事業委員会

６月�6日（水）出席者�6名  協会会議室

１．	天神祭における第３回神輿、第15回清掃ボ

ランティアについて

　①	ボランティアの募集要項について

　　　神輿ボランティア

　　　　７月23日（金）13時～17時（90名程度）

　　　清掃ボランティア

　　　　７月24日（土）13時～20時（70名程度）

　　　　７月25日（日）14時～20時（70名程度）

　　　　〃夜のみ　18時～23時（30名程度）

　　　　〃夜のみ　18時～翌１時（30名程度）

　　　　７月26日（月）７時～９時（５名程度）

　②	滝川小学校の使用許可の件

　③道路使用許可の提出

　④	ビルメン神輿

　　御霊入れ…７月22日（木）10時～

　⑤	神輿　当日雨天の場合の対策…当日の天候

状況を見て判断する。大雨の場合は中止。

２．第２回ビルメン社会貢献セミナーについて

　　９月29日（水）午後１時～５時

労務委員会

６月�7日（木）出席者�9名  協会会議室

１．	６月24日、ドーンセンターにおいて開催さ

れる労働安全大会のタイムスケジュール、

及び各委員の担務等について確認、検討が

なされた。

２．	６月16日、体育館天井裏から警備員が転落

死するという事故が発生しており、その内

容について報告があった。

３．	「全国産業安全衛生大会in福岡」が10月６

～９日に開催されるが、労務委員に対し参

加の呼びかけがあった。

４．	６月29日に開催されるＫＹＴ講習会につい

て、21名の申込があり定員いっぱいで開催

されることが報告された。

５．	「平成22年度安全衛生表彰式　大阪危険ゼ

ロ先取運動推進大会」が７月１日エル・お

おさかにおいて開催されることが報告さ

れ、労務委員から６名の参加申込があった。

６．	９月24日に開催される労働衛生大会の参加

賞・景品及び特別講師の選定について、次

回の労務委員会において検討を行う。

７．	５月の業務災害（６件）、通勤災害（２件）

について事例報告がなされた。

６月24日（木）出席者377名  ドーンセンター

第26回労働安全大会

　①日　時　平成22年６月24日（木）

　②場　所　	ドーンセンター（大阪府立男女共

同参画・青少年センター）

　③参加者数　377名（申し込み433名）

　　会員　	325名（79社）　非会員　15名（７社）

　　他協会　８名（５協会）

　　労務委員・事務局22名

　　（社）関西環境開発センター　　　	１名

　　関西ガラス外装クリーニング協会　４名

　　労務委員会ＯＢ　１名　　　取材　１名

　④次　第

　　①来賓挨拶　大阪労働局労働基準部安全課

　　　田嶋課長

　　②安全講演　大阪労働局労働基準部安全課

　　　川村安全専門官

　　　「みんなで進めようリスクアセスメント」

　　③表彰式

　　・	安全標語入選作品表彰　２部門（労災・

通災）６人

　　・	衛生標語入選作品表彰　１部門（健康保

持）３人

　　＊応募総数	37社　4716点

　　④体操ご指導	（財）日本健康スポーツ連盟

　　　健康運動指導士　岩瀬麻衣様

　　⑤特別講演　喜味家	たまご	様

　　　	「夜明けの記憶」みんな、あったかい人

ばかり‼
　　⑥抽選会

　⑤その他

　　労働衛生大会

　　　９月24日（金）ドーンセンター

ビルクリーニング部会

６月25日（金）出席者�8名  協会会議室

１．	冊子完成までの日程予定を確認。Ａ、Ｂ班

共現段階での冊子配布（本日の検討資料と

する）

２．Ａ班

　①冊子のタイトル　　

　②セクハラ・パワハラ追加

　③	廃液処理

　④	フロアスクイジー、ポリッシャー等用語の

統一

　　教育カリキュラムを現行版に差し替え

　⑤顧客満足の確認

　⑥提案営業の資料

　⑦法令集の確認

３．Ｂ班

　①トイレの歴史

　②	便器の種類、構造、洗浄方法

　③	その他付帯設備

　④汚れの種類

　⑤清掃作業手順書

　⑥	トイレ関連清掃資材

　　・索引等を最後に記載予定

　	Ａ・Ｂ班共引用文献を整理すること、各引用

先に要請文を作成し、引用の許可を取る。

４．羽田空港見学会について

　①	主に海上構造物・メンテの説明

　②実施時期；10月13日、14日、15日の間の

　　１泊２日で調整

　③	予定人員；最大で50名

警備防災部会

６月９日（水）出席者64名  協会会議室

警備員指導教育責任者研修会

１．講師　警備防災部会　釘宮睦専門委員

２．研修会内容

　適正な警備業務の運営方策

　①	全警協が新たに創設した[認定資格制度]の

概要

　②	公安委員会規則「警備業法に基づく指示及

び営業停止命令の基準」の抜粋説明

　③営業所法定備え付け書類などの整備点検

　　・	営業所備え付け書類などのチェックリス

ト

　　・	法定備え付け書類に関する質疑と回答の

資料について説明

　警備業務実務研修

　④営業所に係る変更届出書の記載要領

　　・法第11条１項変更届出書

　　・法第11条４項変更届出書

　　　　	各変更届出書の記載要点及び添付書面

の作成上の留意事項について

６月22日（火）出席者�6名  協会会議室

１．事故事例集の編集について

　①	事故事例集に「苦情処理事例」を加えたも

のにするか

　②事例を事故の種別ごとに集約

　　・	警備業務不適正事故事例等他11項目に集

約

　③	編集委員の選考

２．警備員指導教育責任者実務研修会実施報告
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　　・	研修会の感想…感想記載者45名　無回答

者６名

　　・	質問事項…13件　質疑解答は各社にメー

ルにて配信

　　・アンケート

　　　研修会の時期について…良かった36件

　　　　　　　　　　　他…４月５月７月等

　　　研修会の内容について…14件

　　　教本及び資料について…７件

　　　警備防災部会活動への意見…６件

３．防災実践講座の開催について

　①日時

　　・第１回　10月15日（金）10時～16時30分

　　　　　　　集合　９時30分

　　・第２回　10月22日（金）10時～16時30分

　　　　　　　集合　９時30分

　②場所　大阪市消防学校

　③内容

　　・普通救命（ＡＥＤ）

　　・防災センター災害対応要領

　　・消火・救出訓練

　④定員　各回40名

　以上の内容で７月15日に案内を配布

設備保全部会

６月2�日（月）出席者5�名 

  シャープ㈱ 葛城工場

シャープ㈱ 葛城工場（ソーラーシステム事業

本部）研修・見学会

　「地球環境対策」の一環として、シャープ㈱

が取り組んでおられる「太陽光発電システム」・

「プラズマクラスターイオン発生装置」・「ＬＥ

Ｄ電球」等に関する商品（最新のシステム）等

の紹介をお願いし研修会が実現した。

　多数の参加をいただき、積極的に質問が出さ

れていた事から、皆さんの関心の高さが窺えた。

　（研修の主な内容）

１．	「太陽光発電システム開発の取組み」「ソー

ラーパークの見学」

　①ソーラーパネルの種類（単結晶・多結晶）

　②	セルの種類（アモルファスシリコンセル・

薄膜タンデムセル）

　③	給電システムの種類（系統連携系型・独立

型）等の座学説明と「ソーラーパーク」の

現地視察

　　・	各ビルのオーナー様に対しては建設費の

投資効果を明確に出来る提案が必要と再

認識した。

２．	「プラズマクラスターイオン発生装置」の

効果　

　①	ウイルス、カビ分解・除去効果やイオン放

出効果や使用場所等の説明。

３．「ＬＥＤ電球」開発

　①後発メーカーとしての取組み状況等の説明	

　②	液晶パネルのバックライト技術からの転用

技術

６月28日（月）出席者�7名  協会会議室

設備保全部会第３回委員会

１．各小委員会活動報告

　（管理技術調査研究）

　（研修・見学会）

　①	８月25日に中部近畿産業保安監督部近畿支

部のご支援により「平成22年度中部近畿産

業保安監督部近畿支部内の電気事故と安全

対策」の講習会を開催するので、参加され

るようお願いします。

　②	次回の見学会としてサブコンのきんでん㈱

を考えており、来月に具体的内容について

ご報告させて頂きます。

　（環境衛生業務研究）

　①	最近、小委員会を開き、ビル管理トラブル

の小冊子の作成に向けて取り組んでいま

す。秋口には下案を作成し、今年度中には

作成したいと考えております。その中に外

来動物等の事柄も記載したいと思います。

２．その他

　①	太陽光発電パネルについては、ビルメンテ

ナンス協会員がビル所有者に提案して施工

出来る資料を作成したらどうかと考えま

す。

事務局からのお知らせ

各種講習会予定
●空調給排水管理監督者（新）

平成22年９月15日（水）～16日（木）

於　阪急千里中央ビル

受付　平成22年７月28日（水）～８月３日（火）

●排水管清掃作業監督者（新）

平成22年９月27日（月）～30日（木）

於　阪急千里中央ビル

受付　平成22年８月11日（水）～17日（火）

●空気環境測定実施者（新）

平成22年10月４日（月）～８日（金）

於　阪急千里中央ビル

受付　平成22年８月17日（火）～８月23日（月）

●ダクト清掃作業監督者（新）

平成22年10月12日（火）～15日（金）

於　阪急千里中央ビル

受付　平成22年８月24日（火）～８月30日（月）

※	平成21年度より	（財）ビル管理教育センター

へ直接、用紙の請求・申し込みをしていただ

くことになりました。申し込み期間に提出で

きるよう、早めに申込用紙を請求してくださ

い。（TEL　06-6836-6605）

近畿地区本部だより

● 平成22年度建築物清掃管理評価資格者 

２級（組織品質）

　通称： ビルクリーニング品質インスペクター

２級Ｍのご案内

・講習日程　　10月12日（火）・13日（水）

・会　　場　　大阪科学技術センター	

・定　　員　　５０名　

・受付期間　　ネット申請受付期間

　　　　　　　　７月１日(木)10時～

　　　　　　　　７月30日(金)17時

　　　　　　　郵送申請受付期間

　　　　　　　　７月１日(木)～

　　　　　　　　７月30日(金)消印有効

・講	習	受	講	料		会員55,000円

　　　　　		　　	一般82,500円

　　　　　　　　　（税込、書類･テキスト代込）

・修了課題審査料　会員10,000円

　　　　　　　　　一般15,000円

　　　　　　　　　（税込、修了課題書類代込）

　	(会員の場合、ＪＡＳＭＩＮ　ＩＤ記入が必

要です。ＪＡＳＭＩＮ　ＩＤの照会はＪＡＳ

ＭＩＮホームページ、もしくは（社）全国ビ

ルメンテナンス協会事務局【03-3805-7560】

ＪＡＳＭＩＮ　ＩＤ確認係または大阪協会事

務局までご連絡下さい。）

・申請資格　	次の４つの資格のうちいずれかの

資格を有していることが必要で

す。

　　　　　　①建築物環境衛生管理技術者

　　　　　		②ビルクリーニング技能士	

　　　　　　③清掃作業監督者

　　　　　　④統括管理者

※	受講案内は６月21日付に送達文書にて各企業

宛に１部ずつ送付しております。申し込みは

資格総合サイト「ビルメンアビリティセン

ター」（http://study.j-bma.or.jp)にアクセ

スして、ネット申請・申請書のダウンロード
をお願いします。郵送申請よりネット申請の

ほうが優先されますのであらかじめご了承

下さい。（ネット申請ではＪＡＳＭＩＮ　Ｉ

Ｄとともにパスワードが必要になりますの

で、(社)全国ビルメンテナンス協会事務局

【03-3805-7560】ＪＡＳＭＩＮ　ＩＤ確認係

へご連絡お願いします。）

● 平成22年度建築物配水管清掃作業従事者研修

（大阪会場）のご案内

・講習日程　８月３日（火）

　　　　　　９時30分～17時00分

・会　　場　大阪科学技術センター

　　　　　　大阪市西区靱本町１-８-４

・定　　員　90名　

・受	講	料　13,000円	（テキスト代・消費税込）

・締　　切　７月27日(火)

　※	ＦＡＸにてご案内しておりますとおり、受

講料をお振込いただき、受講申込書に必要

事項をご記入の上、振込金受領書を添付し

て(社)全国ビルメンテナンス協会へＦＡＸ

(03-3805-7561)にてお申込み下さい。（手

数料はご負担下さい。）詳細は事務局まで

お問合せ下さい。

●第３回ビルメン・キッズデーの開催について

・場　　所　キッザニア甲子園

　　　　　　（兵庫県西宮市甲子園）

・日　　時　12月９日（木）17時～21時

・招待者数　100組400名様

※	近日中に送達文書にてお送りいたしますの

で、社内で取りまとめの上お申込み下さい。

訓練センターだより

● 平成22年度ビルクリーニング科通信訓練単一

等級技能士コース受講案内

・受付期間　７月１日（木）～

　　　　　　７月30日（金）（消印有効）

・訓練期間　平成22年10月～平成23年９月

・受講科目　学科・実技両科目受講とします。

　　　　　　	学科（添削指導６回・集合訓練１

回３日間）、実技（集合訓練２回

各２日間）

　　　　　　学科修了時試験（全国一斉・半日）

・受講資格　㋑�ビルクリーニングに関する実務

経験が２年以上あること

　　　　　　㋺事業主から推薦を受けた方

　　　　　　㋩	ポリッシャー操作が十分に出来

ること。

※	受講案内は、６月21日付送達文書にて各企業

あてに１部ずつ送付いたしました。複数部希

望の方は事務局までご連絡下さい。

● 平成22年度ビル設備管理科訓練１級技能士

コース受講案内

・受付期間　７月30日（金）～８月31日（火）

　　　　　　（必着）

・訓練期間　	平成22年10月～平成23年３月31日

（６カ月間）

・特　　典　	この訓練の修了者は、１級ビル設

備管理技能検定を受検する際、学

科試験を免除されます。また、エ

レベーター基礎研修も含まれます

ので、エレベーター救出作業者の

資格を取得される場合は、当研修

が免除となり実機研修のみの受講

で済みます。

※	その他詳細は近日中にお送りする送達文書の

中の受講案内にてご確認下さい。複数部希望

の方は事務局までご連絡下さい。

● 平成22年度労働安全衛生講習募集について

・開催講習　職長教育（新規）　

　　　　　　	ビルメンテナンス業　現場におけ

る安全衛生

　　　　　　安全管理者選任時研修

　　　　　　安全衛生推進者養成講習

　　　　　　第１種衛生管理者受検対策講習

※	受講案内は、近日中に送達文書にてお送りい

たします。申込み用紙は（財）建築物管理訓

練センターのホームページ（http:///www.

bmtc.or.jp/）でもダウンロードできます。
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会員だより

●代表者変更

〔正会員〕

・株式会社関西新幹線サービック

（新）代表取締役社長　竹	下	正	純	様

（旧）代表取締役社長　佐	藤	愼	一	様

	 （平成22年７月より）

・空港施設管理株式会社

（新）代表取締役社長　上	野	和	孝	様

（旧）代表取締役社長　花	井	英	樹	様

	 （平成22年６月29日より）

・株式会社ケービーエス

（新）代表取締役社長　戸	田	正	純	様

（旧）代表取締役社長　大廣順一郎	様

		 （平成22年６月より）

・興産管理サービス・西日本株式会社

（新）代表取締役社長　喜多澤　昇	様

（旧）代表取締役社長　髙	梨	芳	男	様

	 （平成22年６月21日より）

・商船三井興産株式会社

（新）代表取締役社長執行役員　喜多澤　昇	様

（旧）代表取締役社長執行役員　髙	梨	芳	男	様

　（髙梨芳男氏は相談役に就任）

	 （平成22年６月21日より）

・株式会社ダイケングループ

（新）代表取締役社長　丸	橋	洋	介	様

（旧）代表取締役社長　赤	岩	　	勉	様

	 （平成22年６月25日より）

・日本メックス株式会社　関西支店

（新）支店長　二	村	洋	一	様

（旧）支店長　小	山	雄	吾	様

	 （平成22年６月24日より）

・株式会社ビケンテクノ

（新）代表取締役社長　梶	山	龍	誠	様

（旧）代表取締役社長　梶	山	高	志	様

　(梶山高志氏は代表取締役会長に就任)

	 （平成22年６月30日より）

・ビューテック株式会社　

（新）代表取締役社長　時	永	周	治	様

（旧）代表取締役社長　嵐	　	泰	利	様

	 （平成22年６月より）

・平和管財株式会社　大阪支店

（新）常務取締役大阪支店長　須	田	和	朝	様

（旧）常務取締役大阪支店長　稲	葉	弘	昌	様

	 （平成22年７月より）

頂きます
  理事　佃　　　敏　晴

　宮崎県の口蹄疫問題で、５月に出した非常事態宣言のうち

県内全域でイベントなどの開催延期を求めた部分について、

家畜の移動制限区域内を除いて解除したとの朗報が耳に入っ

たのも束の間、また、新たな感染牛が見つかったというニュー

スに接して、一刻も早い沈静化と畜産家の復活を祈るのは全

国民の願いでしょう。

　あの、テレビで映し出される牛の顔をみたとき、まさしく

“食”は生
い の ち

命の結晶であることを大多数の人が痛感したので

はないでしょうか。

　１㎏の牛肉を得るには牛の飼料として８㎏の穀物が必要

で、また８㎏の穀物を得るには８トンの水が必要らしい。穀

物もまた生命なのである。しかし、日本では食糧を食べずに

捨てる量が家庭から年間約900万トン、スーパーやコンビニ

では約700万トンの食糧が捨てられていると言われています。

　世界中には、飢餓で苦しんでいる人が多くいるにもかかわ

らず、日本では飽食による肥満、糖尿病、高血圧などの生活

習慣病が増加している。高血圧にいたっては、患者とその予

備軍を合わせて約4300万人いるといわれる。このようなデー

タを見ると「人間とは何と愚かな生き物であるのか」と考え

てしまう。

　“頂きます”は調理人への感謝のメッセージと、長らく信

じていたのだが、「違う、生命を召し上げることへの感謝だ」

と教えてもらったのは、高校卒業後30年後の同窓会で久しぶ

りに会った恩師に他ならない。「そんな常識、知らなかった

のか」と言われそうですが、それ以降、等身大の食生活を心

がけてきたつもりであり、口蹄疫の報道を見るたびに、間違っ

ていなかったと思うこの頃であります。

　と、うぬぼれた途端、健康診断の結果では血中の尿酸値が

要注意ゾーンに入っていました。「自制心が不足」としか言

いようがありません。「只々反省、うぬぼれ厳禁、ビールは

抑制」と参ります。

　それにしても今、激震が続いている“ゴッツアンです”の

世界も目を覆うばかりの惨状となってきましたね。

　元々“頂きます”とは似て非なる言葉ではありましたが！

第36回　ＯＢＭソフトボール大会組み合わせ表
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『おたより紹介』のコーナーへの 
投稿を募集しています 
●題材・・・自由。 

協会への提言、季節雑感、詩、短歌、
俳句、川柳等々、何でも結構です。 

●字数・・・15字×16～19行の間に、本
文、会社名、筆者名を全て記入して下
さい。 

7月 21 水
公益・契約事業委員会(天神祭実行委員会）　警備防災部会
ビル設備(１・２級）受検準備講習（20～２３日）

22 木
天神祭神輿御霊入れ  賛助会世話人会
KKC清掃作業従事者研修(ﾚﾃﾞｨｰｽｺｰｽ）

23 金 天神祭神輿ボランティア　　　　　　　　　〃

24 土 天神祭清掃ボランティア

25 日 　　　　　〃

26 月 　　　　　〃　　　（朝のみ）

27 火 ビルクリーニング部会

28 水 設備保全部会

29 木 全協通常総会

30 金

31 土

8月 1 日

2 月 病院清掃受託責任者講習水準調整会議

3 火
建築物排水管清掃作業従事者研修(大阪科学技術ｾﾝﾀｰ)
KKC組織財務委員会

4 水
ビル設備技能検定（１・２級実技　～６日）
KKC　TWI監督者訓練（～６日）

5 木

6 金

7 土 ソフトボール大会（万博公園スポーツ広場）

8 日

9 月

10 火 経営委員会青年部分科会

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日 ソフトボール大会（万博公園スポーツ広場）

16 月

17 火

18 水

19 木 病院清掃受託責任者講習（大阪国際会議場）

20 金 　　　　　〃

広報委員会

広報委員会

ＯＢＭ行事予定

　ＯＢＭによる主催やそれに関係する年

間行事が連続している。

　先月は『労働安全大会』に出席し、今

月７日（水）には『表彰式』に立ち会う

機会を得た。優良社員や永年委員･役員、

またその派遣企業などが表彰され、それ

ぞれが受彰の栄に浴した。

　優良社員として推薦されるには、『勤

続10年以上で、会社の発展に貢献し、他

の模範となる優良な社員である』ことが

その条件とされている。

　斯業が“人”で成り立っていること、

企業が人を育て、人もまた企業を育てる、

それを実感する場でもあった。

　優良社員の推薦会社を見るとお馴染み

の名前が多く、その数が会員の１割にも

達していなかったことを考えると、主旨

からしてもう少し多くあっても良いので

はないだろうかとも思う。

　さて今月下旬になると、大阪の夏祭り

『天神祭』が行なわれる。

　ＯＢＭからは24日（土）～26日（月）

の期間、ボランティアとして『ダストバ

スターズ』が清掃活動に参加し、障がい

者の社会参加への取り組みの一環とし

て、ビルメン神輿もギャル神輿に負けじ

と巡行に参加する。

　８月に入ると、『第36回ソフトボール

大会』が開催される。７日（土）から４

週（延べ４日間）にわたり、万博公園ス

ポーツ広場で開催される。

　９月には、ドーンセンターで『労働衛

生大会』が予定されている。

　『マンスリー』は毎月、業界での出来

事や委員会・部会活動、お知らせなどを

会員の皆様に伝えている。

　記事や出来事には、その背景に季節を

感じさせるものが多い。いま広報委員会

は『こみゅにけ～しょんず』発行に向け、

準備の真っ最中である。

　編集や校正など、広報委員にとっても	

“暑い夏”が始まった。

	 （Ｋ・Ｔ）　

　６月度の報告企業数92社、業務災害は13件。うち１カ月以

上の休業見込は７件でした。

　内容は、墜落・転落２件、転倒７件、飛来・落下２件、そ

の他２件です。通勤災害は転倒の１件で１カ月以上の休業見

込みでした。

　今回は、外周清掃時に於ける転倒事故の事例をご紹介しま

す。

　６月18日、茨木市にあるオフィスビル正面玄関外側の床面

清掃作業を実施した際、前日の降雨による水溜りに足を滑ら

せて転倒。

　左大腿骨頸部骨折、休業見込み期間が３カ月という重篤な

負傷に至ったというものです。被災者は55歳男性、経験年数

は約半年とのこと。

　今回の事例は、降雨等により床面状況が変化しているよう

な場合は、細心の注意を払いながらの作業が必要ということ

を示唆しています。

労務委員会 労働災害事故事例（Ｈ22年６月度発生分より）

事務局からのお知らせ　

８月�3日（金）～�6日（月）は、１Ｆ展示室は

休館いたします。

あしからずご了承願います。


